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単位

水道施設などの整備と更新

水道管の新設・老朽管入替及び公共下水工事に伴う移設管の復元布設時、耐震継手型水道管材を布設する。
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管路に於ける耐震化率（％）

平成20年度

達成率(％)

#VALUE!

17.5

平成19年度

未公表

16.7

達成率(％)

管路耐震化事業

5046

水道局工務課

予
算
科
目

水道会計

資本的支出

建設改良費

工事請負費

事業

会計

耐震強化を進め災害時の被害を最小限に止める。

関連する計画等

事
業
の
目
的

水道管路

連絡先 072‐958‐1111　 内線

対象（誰を・何を）

意図（どういう状態にしたいのか）

事務事業名

水道整備基本計画

施策の方向

施策(節)

総
合
基
本
計
画

上下水道

1 安全・安心、快適で住みやすいまち
まちづくり
の目標(章)

管路耐震化事業

平成18年度
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耐震化率の向上
（全国平均値と比較）各年度耐震管布設延長÷各年

度全管路延長×100

4,409

529,138

71,164

469,893

6,603

市民１人当たりコスト(【A】／人口)

単年度耐震管路布設延長

活動単位当たりコスト(【A】／【B】①)

ｍ

事業開始時から
の状況変化

当初は管口径300mm以上の送・配水管に耐震継手型水道管を採用していたが、現在は管口径50mm以
下を除く管路材に使用している。

市民や議会の要
望

人件費【2】 （千円）

区　　　　　　分

実施手法

民間委託
委託先

（千円）

主要管路の耐震強化に関し要望がある。
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